
「日本思想から死を問う」

2018年2月10日（土）
13時30分～17時30分（開場13時15分）

東京文京学習センター（講義室13）

上野 太祐 先生（放送大学非常勤講師など）

講 師 招 聘 講 座
【めてうす】の杜

会　場

日　時

第15回 

哲学の会
【めてうす】

学生
団体放送大学

◎参 加 費＝1,000円  （資料代100円を含む）

◎お申込み＝不要  （当日、会場へお越しください）

◎そ の 他＝18:00～、茗荷谷駅周辺の飲食店で
　講師の先生を交えて「懇親会」を開催致します。
◎お問合せ＝ilyaforother@gmail.com  (担当:小林荘介)

https://www.t-metheus.com《プログラム》

※Ⅰ.～Ⅲ．の時間配分・進め方は当日の講座の様子に合わせて適宜調整。

Ⅰ．現代日本の死の特質を考える（ウォーミング・アップ）
　　　　　　　　　─休憩15分─

Ⅱ．死ぬことの価値を考えてみる
　　　　　　　　　─休憩15分─

Ⅲ．死者のゆくえ・質疑（まとめ）

世阿弥の伝書を紐解きその思想を紹介した『花伝う花』（晃洋書房）で、
和辻賞（2017年第68回日本倫理学会/著作部門）を受賞。

講師から出された「問い」をもとに、各グループ（5人1組程度、
講師の巡回補助有り）で考え、意見・感想を出し合い、哲学する。

基本的な
進め方


